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S e q u e n t i a l  F D G - P E T / C T  a f t e r  N e o a d j u v a n t  C h e m o t h e r a p y  i s  a  

P r e d i c t o r  o f  H i s t o p a t h o l o g i c  R e s p o n s e  i n  P a t i e n t s  w i t h  H e a d  a n d  

N e c k  S q u a m o u s  C e l l  C a r c i n o m a   

（ 頭 頸 部 が ん 患 者 に 対 す る 導 入 化 学 療 法 後 に F D G - P E T / C T を 経 時 的

に 施 行 す る こ と で 、 病 理 組 織 学 的 効 果 の 予 測 が 可 能 で あ る ）  

（ 論 文 内 容 要 旨 ） ＜ 背 景 と 目 的 ＞ 頭 頸 部 扁 平 上 皮 癌 に お け る 導 入 化 学 療 法 有

効 性 の 評 価 は 、 引 き 続 き 行 わ れ る 放 射 線 療 法 の 効 果 推 定 、 ひ い て は 全 体 的 予 後

予 測 に 資 す る 重 要 な 項 目 の 一 つ で あ る 。 そ の 判 定 は 、 手 術 摘 出 標 本 の 病 理 組 織

学 的 所 見 や 、 C T・ M R I に よ る 形 態 画 像 か ら 得 ら れ た 腫 瘍 最 大 径 の 変 化 に 基 づ く

が 、 前 者 に は 手 術 が 必 要 で 、 放 射 線 療 法 に よ る 臓 器 温 存 を 図 る 症 例 に 使 用 で き

ず 、 後 者 で は 、 化 学 療 法 後 に 腫 瘍 が 縮 小 す る に は 一 定 時 間 を 要 す る た め 判 定 ま

で 時 間 が か か る 。 一 方 、 フ ル オ ロ デ オ キ シ グ ル コ ー ス ( F D G ) を 用 い た 陽 電 子 放

射 断 層 撮 影 法  /  コ ン ピ ュ ー タ 断 層 撮 影 法 （ P E T / C T ） は 、 腫 瘍 の 糖 代 謝 を 反

映 し た 機 能 画 像 検 査 で あ り 、手 術 を 必 要 と し な い 病 変 の 悪 性 度 推 定 や 形 態 学 的

変 化 が お こ る 以 前 の 段 階 で の 化 学 療 法 効 果 推 定 な ど へ の 応 用 が 期 待 さ れ る 。本

研 究 で は 、 F D G - P E T / C T に よ る 導 入 化 学 療 法 の 効 果 判 定 の 有 用 性 に つ き 検 証 し

た 。 ＜ 対 象 と 方 法 ＞ 2 0 0 5 年 8 月 か ら 2 0 0 9 年 4 月 ま で の 間 に 当 科 で 導 入 化 学 療

法 を 施 行 し た S t a g e Ⅲ 以 上 の 頭 頸 部 扁 平 上 皮 癌 症 例 5 6 症 例 の う ち 、 根 治 治 療

法 と し て 導 入 化 学 療 法 後 に 手 術 を 行 っ た 1 6 症 例 （ 男 ： 女 ＝ 1 3 : 3 、 年 齢 ； 5 0 ～

7 4 歳 、 中 央 値 5 8 歳 、 原 発 部 位 ； 中 咽 頭 6 、 下 咽 頭 7 、 口 腔 3 ） か ら 得 ら れ た

2 6 検 体 （ 1 5 検 体 ： 原 発 部 位 、 1 1 検 体 ： 頸 部 リ ン パ 節 ） を 対 象 と し た 。 導 入 化

学 療 法 は ネ ダ プ ラ チ ン 及 び S - 1 を 用 い た 併 用 療 法 を 1 ク ー ル 施 行 し 、全 症 例 導

入 化 学 療 法 の 前 後 に 頸 部 造 影 M R I  及 び F D G - P E T / C T を 各 2 回 撮 像 し た 。 2 度 目

の 検 査 は 導 入 化 学 療 法 終 了 後 2 ～ 4 週 目 に 行 っ た 。 M R I に よ る 形 態 的 評 価 で は 、

導 入 化 学 療 法 前 後 の 腫 瘍 の 最 大 径 と そ の 変 化 率 を 、 F D G - P E T / C T で は 導 入 化 学

療 法 前 後 の 腫 瘍 の S t a n d a r d i z e d  U p t a k e  V a l u e  m a x  ( S U V m a x ) と そ の 変 化 率 を

測 定 し 、病 理 組 織 学 的 有 効 例 と 無 効 例 の 2 群 間 で 各 パ ラ メ ー タ に 差 が あ る か を

検 討 し た 。 ま た 、 R O C 解 析 を 行 い 、 病 理 組 織 学 的 効 果 判 定 の 至 適 カ ッ ト オ フ 値

を 算 出 し た 。 ＜ 結 果 ＞ 病 理 組 織 学 的 有 効 例 は 7 検 体 、 無 効 例 は 1 9 検 体 で あ っ

た 。 2 群 間 で 統 計 学 的 に 有 意 差 を 認 め た パ ラ メ ー タ は 、 F D G - P E T / C T に お け る 導

入 化 学 療 法 後 S U V m a x と S U V m a x 変 化 率 の み で あ っ た （ 各 々 P < 0 . 0 0 1 ）。 各 々 の パ

ラ メ ー タ の カ ッ ト オ フ 値 を 3 . 5 、 5 5 . 5 ( % ) と 定 め 、 導 入 化 学 療 法 後 S U V m a x ≤ 3 . 5

あ る い は S U V m a x 変 化 率 ≥ 5 5 . 5 % を 病 理 組 織 学 的 効 果 有 効 と 設 定 し た 場 合 の 感

度 、特 異 度 、陽 性 的 中 率 、陰 性 的 中 率 は 各 々 7 1 % , 8 9 % , 7 1 % , 8 9 % ;  8 6 % , 9 5 % , 8 6 % , 9 5 %

で あ っ た 。 ＜ 結 論 ＞ 頭 頸 部 扁 平 上 皮 癌 に お け る 導 入 化 学 療 法 の 効 果 判 定 に

F D G - P E T / C T を 用 い る こ と で 、 化 学 療 法 1 ク ー ル 施 行 後 2 ～ 4 週 目 と い う 非 常 に

早 期 の 段 階 で 、 手 術 療 法 を 必 要 と せ ず に 病 理 組 織 学 的 効 果 の 予 測 が 可 能 で あ

る 。導 入 化 学 療 法 後 S U V m a x と 導 入 化 学 療 法 前 後 の S U V m a x 変 化 率 が F D G - P E T / C T

に よ る 効 果 判 定 の 有 用 な パ ラ メ ー タ で あ り 、 至 適 カ ッ ト オ フ 値 は 各 々 3 . 5 、

5 5 . 5 ( % ) で あ っ た 。導 入 化 学 療 法 の 効 果 判 定 を F D G - P E T / C T を 用 い て 早 期 に 行 う

こ と で 、無 効 例 に は 手 術 を 中 心 と し た 集 学 的 治 療 を 選 択 す る こ と で 生 命 予 後 を

改 善 し 、有 効 例 に は 放 射 線 療 法 を 中 心 に 行 う こ と で 臓 器 温 存 を 図 れ る 可 能 性 が

あ る 。  

 

（ 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 ）  

頭 頸 部 が ん に お け る 導 入 化 学 療 法 の 効 果 判 定 を 行 う こ と に よ り 、生 命 予 後 や 放

射 線 療 法 感 受 性 の 予 測 が 可 能 で あ る 。形 態 画 像 か ら 得 ら れ た 腫 瘍 最 大 径 の 変 化

に 基 づ く 従 来 の 判 定 法 で は 効 果 判 定 ま で に 時 間 を 要 し た が 、フ ル オ ロ デ オ キ シ

グ ル コ ー ス ( F D G ) を 用 い た 陽 電 子 放 射 断 層 撮 影 法 / コ ン ピ ュ ー タ 断 層 撮 影 法

（ P E T / C T ） を 利 用 す る こ と で 、 形 態 学 的 変 化 が お こ る 以 前 の 段 階 で の 効 果 判 定

が 可 能 で あ る こ と が 他 癌 に お い て 報 告 さ れ て い る 。 本 研 究 で は 、 頭 頸 部 が ん に

お け る F D G - P E T / C T に よ る 導 入 化 学 療 法 1 ク ー ル 後 の 効 果 判 定 の 有 用 性 に つ き

検 証 し た 。導 入 化 学 療 法 1 ク ー ル 後 に 手 術 を 行 い 得 ら れ た 検 体 の 病 理 組 織 学 的

効 果 を 検 証 し 、 導 入 化 学 療 法 前 後 に 撮 影 し た 頸 部 造 影 M R I  及 び F D G - P E T / C T 所

見 と 比 較 検 討 し た 結 果 、 病 理 組 織 学 的 有 効 ・ 無 効 の 2 群 間 で 導 入 化 学 療 法 前 後

の 腫 瘍 最 大 径 と そ の 変 化 率 に 差 を 認 め な か っ た が 、 導 入 化 学 療 法 後 S U V m a x と

S U V m a x 変 化 率 に お い て 有 意 差 を 認 め た 。 本 研 究 の 結 果 に よ り F D G - P E T / C T に よ

る N A C の 病 理 組 織 学 的 効 果 予 測 の パ ラ メ ー タ に 治 療 後 S U V m a x と S U V m a x 減 少 率

（ ％ ） が 有 用 で あ り 、 至 適 カ ッ ト オ フ 値 は 各 々 3 . 5 、 5 5 . 5 ％ と 考 え ら れ た 。  

以 上 の 研 究 は 頭 頸 部 が ん に お け る F D G - P E T / C T に よ る 導 入 化 学 療 法 効 果 判 定

法 の 確 立 に 貢 献 し 、早 期 予 後 予 測 か ら 個 別 化 治 療 へ 発 展 す る 基 礎 に な る と 考 え

ら れ る 。  

し た が っ て 、本 論 文 は 博 士（ 医 学 ）の 学 位 論 文 と し て 価 値 あ る も の と 認 め る 。 

 な お 、 本 学 位 授 与 申 請 者 は 、 平 成 2 4 年 4 月 2 3 日 実 施 の 論 文 内 容 と そ れ に 関

連 し た 試 問 を 受 け 、 合 格 と 認 め ら れ た も の で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


